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超デジタル化社会が到来
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Beyond 5Gに向けたソフトバンクの取り組み
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テラヘルツ
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出典：平成29年宇宙におけるテラヘルツ無線技術の活用

https://www.soumu.go.jp/main_content/000471094.pdf

極小エリア超高速・大容量

>100GHz幅

100GHzを越える超広帯域

5Gミリ波の 10倍~

減衰が大きい
既存周波数帯の約10倍~

テラヘルツ通信のメリット デメリット
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「移動通信」として利用可能性を研究開発中

超小型アンテナ
(共同研究)

スマホでのテラヘルツ
利用へ

回転アンテナ

ビームフォーミング実現への
第一歩
端末の自由な移動を実現

・テラヘルツ伝搬試験
・変調波を利用した品質測定
・回転アンテナ

※共同研究も含む

・超小型アンテナ
・半導体化実験
・社内ラボでの測定環境の構築 など

ソフトバンクのテラヘルツ
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ワイヤレス電力伝送
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IoTデバイス数増加への課題

7

B5G時代：“通信”⇒“通信+電力”へ



「完全ワイヤレス社会実現を目指したワイヤレス電力伝送の高周波化および通信との融合技術」
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NICT 「Beyond 5G研究開発促進事業」として委託研究を受託

ワイヤレス電力伝送の研究開発
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Non-Terrestrial Network
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Dense Urban Urban Rural Super Rural Maritime / Sky

10

空からのアプローチで

効率良くエリア化

効率的なグローバルネットワークの実現
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ソフトバンクが提供するNTNソリューション
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”空飛ぶ基地局”によるモバイルダイレクト通信

HAPS
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災害時カバレッジ
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• HAPSは緊急通信が必要な場所にシームレスな
サービスを提供可能

• 台風、地震、津波などの大規模災害により通信
が途絶えた場合でも、HAPSは近隣のハンガー
(格納庫)から直ちに離陸し、1日で通信プラット
フォームを復旧させることが可能



リモートエリアカバレッジ
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• HAPSは、直径約200kmの範囲を広くカバー
することができ、まだネットワークが整備されてい
ない遠隔地でも費用対効果の高いサービスを
提供することが可能

• 離島、山岳地帯、砂漠など、地上局の建設が
困難な地域でも、HAPSが上空からカバーする
ことが可能



3Dエリアカバレッジ

• HAPSは地上だけでなく上空もカバーできるため、ドローンや空飛ぶタ
クシーなどの飛行体にも通信サービスを提供することが可能

Urban Rural Super rural

10km

150m

20km

地上局による既存エリア

成層圏

HAPSによる
3Dエリア
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既存の携帯電話の活用

モバイル端末を置き換えることなく利用可能

HAPS 衛星

モバイル基地局 衛星終端機器
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※国際ルール(RR)上、HAPSは地上業務のため地上携帯電話周波数が利用可能
（ITU-Rでは本原則を前提に利用周波数拡張をWRC-23議題として検討中）



WRC-23周波数拡張予定 WRC-19 周波数特定済み

HAPSのダイレクト通信の状況

拡張予定：700-900MHz ,1.7GHz ,2.6GHz

特定済み：1.9GHz ,2GHz 6GHz ,21GHz ,26GHz ,28GHz

31GHz ,38GHz ,47GHz

サービスリンク フィーダリンク

既存端末が
利用可能
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100kmレベルまでの通信は既に3GPPスペックでカバーされており、実験においても実証済み

100kmレベル



既存の携帯電話の活用については実証済み
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2020/09/21

総フライト時間 : 20時間16分

成層圏滞空時間 : 5時間38分

最大高度 : 19 km

LTE通信 : 約15時間

第5回テストフライトにて成層圏飛行・LTE通信試験成功



要素技術開発への取組み
HAPSによる安定的なサービス提供に不可欠な要素技術の開発にも着手
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次世代電池電波伝搬モデル アンテナ技術

⚫ 産総研との次世代型電池の開発に
向けた共同研究

⚫ 「ソフトバンク次世代電池Lab.」設立

⚫ 「全固体電池用正極材料の開発」
等の3つの新技術の実証に成功

⚫ 安定した通信エリアとネットワーク
構築に向けた「シリンダーアンテナ」
や、「回転コネクター」等の技術開
発

⚫ ITU-RでHAPSの「電波伝搬推定
法」の国際標準化を達成



*HAPSモバイル ホームページ抜粋

*HAPSアライアンス ホームページ抜粋

通信

• ITUにおけるHAPS周波数の標準化
• 3GPPにおける商業標準化

航空

技術開発 商用化

• ケーススタディ/ホワイトペーパーの作成
• デモ/PoCの共同実施

• 製品仕様の定義
• 相互運用に向けた標準化活動

• ICAOや各国への規制当局に対する
HAPS向け空域ルール促進の働きかけ
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HAPSアライアンスの創設

https://www.istockphoto.com/jp/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%88/%E6%88%91%E3%80%85-%E3%81%AF%E4%BB%8A%E5%A4%9C%E3%81%93%E3%81%AE%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%89%E3%82%92%E4%BA%80%E8%A3%82%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99-gm1081869346-290117516


2017
HAPSMobile

設立

2019 
Low 

Altitude フラ
イト成功

2019
Sunglider

完成

2027~ 商用開始

2022
Now

2023~限定サービス提供
（地域/時間/数量限定）

2026~ プレ商用
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商用に向けて

研究開発・規制及び制度の確立も含めて進めていく

~ 2025
規則及び制度の確立
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今後支援が期待される取り組み
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今後支援が期待される取り組み

研究開発の推進 国内実証実験の環境整備 海外への導入支援

B5G要素技術に加え、電池・ソーラー
など日本が得意とする先端技術分野に
対する積極的な投資・支援など

各国の電波・航空規制他、各種課題に
対する各国政府の協力要請。発展途
上国への導入に向けた経済支援など

HAPSの飛行検証のための専用空港
の整備や実証実験プロセスの簡素化
など
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EOF
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